
今月の表紙 児童館クリスマス会～子どもサンタがみんなにプレゼントを配りました～

まちの話題 本に親しむ企画が盛りだくさん 第22回図書室まつり開催

温故知新

地道にボランティア活動

達美 土屋 けい子 さん

特 集 町長・議長 年頭の辞



町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
区
切
り
の
良

い
平
成

年
の
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎

３０

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
私
に
と
っ
て
任
期
最

後
の
年
に
な
り
ま
す
。
平
成

年

月
、
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１１

３
期
目
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
ま
ち
を
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
エ
コ
タ
ウ
ン
に
」
と
し
、
６
つ
の
公

約
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
「
老

朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
が
あ
り

ま
す
。
道
路
・
橋
梁
の
計
画
的
整
備
、
上

下
水
道
の
長
寿
命
化
、
ご
み
最
終
処
分

場
の
建
設
着
手
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
等
を

活
用
し
た
公
共
住
宅
の
建
設
、
そ
し
て
、

役
場
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
複
合
施

設
の
建
設
計
画
の
策
定
を
掲
げ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

道
路
・
橋
梁
の
計
画
的
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
街
地
町
道
整
備
計
画
と

橋
梁
整
備
計
画
の
下
、
順
次
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
順
番
か
ら

す
る
と
福
王
寺
そ
ば
の
道
路
整
備
を
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
下
水
道
の
長
寿
命
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
人
間
の
成
分
の
殆
ど
を
成
し
て

い
る
水
分
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
た
め
、

今
年
か
ら
３
年
を
か
け
上
里
導
水
管
の

更
新
工
事
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
下

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
を
行

な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ご
み
最
終
処
分
場
の
建
設
着
手
に
つ

き
ま
し
て
は
、
あ
と
数
年
で
現
在
の
埋

め
立
て
施
設
が
満
杯
に
な
る
こ
と
か
ら
、

今
年
は
、
隣
接
地
に
平
成

年
の
完
成

３２

を
目
指
し
実
施
設
計
を
行
う
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
公
共

住
宅
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

年
に
西
町
に
４
棟

戸
を
建
設
し
、

２８

１６

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
進
め
て
き
ま
し
た
住
宅
建
設
が
ほ

ぼ
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
西
町

団
地
は
、
平
成

年
に
建
設
し
た
旭
町

２６

団
地
が
受
賞
し
た
北
海
道
地
域
住
宅
賞

を
凌
ぐ
、
最
高
賞
で
あ
る
北
海
道
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

役
場
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
複
合

施
設
の
建
設
計
画
の
策
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
昨
年
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

に
引
き
続
き
、
昨
年
の
懇
談
会
に
お
い

て
も
「
複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再

生
基
本
計
画
」
を
議
題
に
話
し
合
い
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
農
協
青

年
部
な
ど
の
団
体
と
も
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

全
体
で
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
８
日
、
津
別
町
に
隣
接
す

る
阿
寒
国
立
公
園
の
名
称
に
、
新
た
に

「
摩
周
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
道
東
に
は

こ
の
他
「
知
床
国
立
公
園
」
と
「
釧
路

湿
原
国
立
公
園
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
道
東

三
大
国
立
公
園
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
町

民
の
皆
様
も
良
く
ご
存
知
の
通
り
、
津

別
峠
か
ら
見
る
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
の

景
観
は
絶
景
で
す
。
一
昨
年
の
台
風
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
土
砂
崩
れ
箇
所

の
復
旧
工
事
も
進
み
、
今
年
の
峠
開
き

に
は
間
に
合
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。
多

く
の
観
光
客
の
方
々
に
是
非
と
も
足
を

運
ん
で
も
ら
い
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
今
年
の

月

日
と

日
の

１０

１１

１２

両
日
、
津
別
町
に
お
い
て
「
第
４
回
全
国

木
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
北
海
道
１
５
０
年
事
業

と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
全
国
か
ら

多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、
木
の

町
つ
べ
つ
の
良
さ
を
感
じ
取
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
は
戌
年
で
す
が
、
よ

り
詳
し
く
は
戊
戌
（
つ
ち
の
え
い
ぬ
）

と
言
う
そ
う
で
す
。
前
回
の
戊
戌
は
昭

和

年
で
す
か
ら

年
に
な
り
ま
す
。

３３

６０

役
場
庁
舎
も
昭
和

年
の
建
設
で
し
た
。

３３

つ
ま
り
還
暦
と
い
う
、
暦
が
還
る
出
発

の
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆

様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
良
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

時
は
い
つ
も
通
過
点

謹謹
賀
新

謹
賀
新
年年

津別町長

佐 藤 多 一

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
日
本
経
済
は
、
2
0
1
2
年

に
始
ま
っ
た
景
気
回
復
が
、
高
度
経
済

成
長
期
の
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
｣
を
超
え

戦
後
２
番
目
の
長
さ
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
雇
用
者
所
得
の
増
加
や
消
費
の
活

性
化
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
景

気
が
加
熱
せ
ず
、
結
果
と
し
て
緩
や
か

な
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
経
済
成
長
の

実
感
が
乏
し
い
の
が
実
状
で
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
に
つ
い
て
は
、
米
国
を

除
く

カ
国
に
よ
る
大
筋
合
意
に
よ
り
、
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各
国
の
国
内
手
続
き
な
ど
が
順
調
に
進

め
ば
2
0
1
9
年
に
も
発
効
さ
れ
る
見

通
し
で
す
が
、
今
回
の
合
意
で
は
各
国

の
農
業
の
共
存
は
難
し
く
、
牛
乳
や
乳

製
品
な
ど
が
安
い
価
格
で
入
り
込
む
よ

う
に
な
れ
ば
、
日
本
の
農
業
に
と
っ
て

は
大
き
な
脅
威
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
農
業
、
林
業
、
林
産
業
が

基
幹
産
業
で
あ
る
本
町
の
経
済
活
動
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
ま

た
、
政
府
に
よ
る
対
策
が
十
分
講
じ
ら

れ
る
の
か
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
基
幹
産
業

の
一
つ
で
あ
る
農
業
分
野
で
は
、
国
営

農
地
再
編
整
備
事
業
が
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
が
、
農
業
振
興
を
基
幹
と
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
し
進
め
、
国

際
競
争
に
対
抗
し
う
る
強
い
農
業
基
盤

を
築
く
た
め
、
本
事
業
が
関
係
者
の
協

力
の
も
と
順
調
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
は
、

共
和
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
平

成

年
の
新
規
処
分
場
供
用
開
始
に
向

32
け
て
本
年
度
は
実
施
設
計
、
水
道
事
業

で
は
、
昭
和

年
布
設
の
上
里
地
区
導

56

水
管
約

娃
の
更
新
工
事
を
今
後
３
年
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間
か
け
て
行
い
、
本
年
度
は
2
2
5
0

斡
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

観
光
拠
点
で
は
、
昭
和

年
に
「
木
の

59

ま
ち
つ
べ
つ
」
を
象
徴
す
る
施
設
と
し

て
建
設
さ
れ
た
木
材
工
芸
館
の
全
面
改

修
、
上
里
町
民
の
森
自
然
公
園
に
は
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
継
続
的
に

活
動
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
施
設
と
な

る
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
整
備

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
老
朽
化
し
た
庁
舎

を
含
む
複
合
施
設
の
建
設
を
始
め
「
複

合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再
生
基
本
計

画
」
に
よ
る
事
業
も
展
開
さ
れ
て
行
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
複
合
庁
舎
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
庁
舎

建
設
に
係
る
諸
問
題
を
把
握
し
、
他
の

公
共
施
設
と
の
整
合
性
や
建
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
町
民
の
信
頼
と
安
心
に

応
え
る
こ
と
の
で
き
る
庁
舎
建
設
の
確

立
に
寄
与
す
る
よ
う
、
十
分
に
審
議
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

国
は
、
働
き
方
改
革
に
よ
り
生
産
性

を
向
上
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
働
く
人
に

分
配
す
る
こ
と
で
成
長
と
分
配
の
好
循

環
の
構
築
に
つ
な
げ
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
捉
え
、「
人
材
へ
の
投
資
に
よ

る
生
産
性
向
上
」
を
改
革
の
中
心
に
据

え
、
内
需
の
活
性
化
に
よ
る
、
デ
フ
レ

脱
却
へ
の
動
き
を
確
か
な
も
の
に
す
る

と
し
て
お
り
ま
す
。

当
議
会
に
お
い
て
も
、
今
後
も
進
む

と
思
わ
れ
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
住

民
の
目
線
に
立
ち
、
真
に
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
町
民
の
声
を

反
映
し
な
が
ら
、
議
会
と
し
て
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
明
る
く
希
望
あ
る
一

年
と
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り 津別町議会議長

鹿 中 順 一



再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
内
容

昨
年
度
は
、
町
民
講
座
を
２
回
開
催
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
内
資
源
に
よ
る

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
資
源

と
資
金
を
地
域
内
で
循
環
す
る
こ
と
に
よ

る
産
業
の
継
続
と
雇
用
の
拡
大
、
豊
か
な
地

域
社
会
を
作
り
出
す
施
策
に
つ
い
て
、
共
有

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ

ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
「
役
場
庁
舎
の
建
替
え

と
周
辺
施
設
の
整
備
に
伴
う
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
構
築
（
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」
に
基
づ
き
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用

し
た
熱
電
供
給
に
よ
る
公
共
施
設
等
で
の

活
用
推
進
を
話
題
と
し
ま
し
た
。

竹
俣
副
町
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
町
か
ら

「
町
が
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
つ
い

て
」
課
題
提
起
を
行
い
、
続
い
て
、「
津
別

町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
プ

ラ
ン
策
定
業
務
」
を
今
年
度
受
託
し
て
い
る
、

日
本
デ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、

「
Ｎ
Ｄ
Ｓ
」）
の
担
当
者
２
名
よ
り
、「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
公
共
施
設
の
電
気
、
化
石
燃
料
の
過
去

の
利
用
実
績
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
算
出

し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
賦
存
量
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
量
の
予
測
を
報
告
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
課
題
提
起
や
話
題
提
供
に
つ
い

て
、
参
加
者
同
士
で
テ
ー
ブ
ル
毎
に
意
見
交

換
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

課
題
提
起

「
町
が
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

画
に
つ
い
て
」

町
産
業
振
興
課
担
当
者
よ
り
津
別
町
モ

デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
（
左
図
）
の
お
さ
ら

い
を
行
い
、
昨
年

月
末
に
開
催
し
た
住
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民
懇
談
会
に
て
示
さ
れ
ま
し
た
「
複
合
庁
舎

建
設
等
ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画
」
の
ま
ち

な
か
図
案
（
担
当：

住
民
企
画
課
）
を
活
用

し
、
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
熱
導
管
配
置
等

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

話
題
提
供

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の

方
向
性
に
つ
い
て
」

Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
担
当
者
か
ら
は
、
受
託
業

務
内
容
で
あ
る
、
臼
ま
ち
な
か
再
生
基

本
計
画
に
伴
う
関
連
施
設
へ
の
熱
電
供

給
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
（
原
料
供
給

と
需
要
、
導
入
設
備
計
画
、
事
業
性
の

検
証
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
支
援
）、

渦
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
（
案
）

の
策
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
続
い

て
、
津
別
町
の
地
域
資
源
か
ら
の
考
察

と
し
て
、
嘘
現
在
の
林
地
未
利
用
材
の

発
生
量
、
そ
こ
か
ら
推
計
し
た
発
熱
量

か
ら
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入
可
能

性
に
つ
い
て
、
唄
公
共
施
設
の
エ
ネ
ル

再
エ
ネ
勉
強
会

～
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
編
～

平
成

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

28

き
、
本
町
の
森
林
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
を
検

討
す
る
「
平
成

年
度
第
１
回
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
を
、

月
1
日
（
水
）
に

29

11

津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

42

ギ
ー
需
要
量
を
推
計
（
左
図
）
し
、
町
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
複
合
庁
舎
化
し
た

場
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量
予
測
に
つ
い

て
（
速
報
値
と
し
て
数
値
化
）、
欝
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
技
術
情
報
と
し
て
、
小
型
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
技
術
が
国
内
に
導
入
さ
れ
つ
つ
あ

る
動
き
や
、
利
用
規
模
別
で
の
燃
料
適
正
、

小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
事
例
な

ど
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

※
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と

は
、
熱
電
供
給
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
（
以
下
、

「
コ
ジ
ェ
ネ
」）。
熱
と
電
気
の
両
方
を
供

給
す
る
装
置
の
意
。

小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

設
備
導
入
効
果
の
予
測
（
中
間

報
告
）

以
上
の
結
果
か
ら
、
小
型
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
設
備
（
コ
ジ
ェ
ネ
）
を
導
入
し
た
場

合
、
主
要
公
共
施
設
の
電
気
は
十
分
供
給
で

き
ま
す
が
、
熱
供
給
は
不
十
分
と
な
る
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
新

築
施
設
の
場
合
は
、
断
熱
性
能

の
向
上
に
よ
り
熱
利
用
低
減
が

図
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
精

査
が
必
要
で
す
。

今
回
の
数
値
は
、
あ
く
ま
で

年
間
を
通
し
た
電
気
、
熱
需
要

量
か
ら
の
中
間
報
告
で
あ
り
、

冬
期
は
暖
房
等
で
熱
需
要
が
増

加
す
る
一
方
、
夏
期
は
極
端
に

減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
夏
期
の

熱
利
用
方
法
と
熱
利
用
先
の
確

保
、
冬
期
に
不
足
す
る
熱
量
の

確
保
と
供
給
体
制
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
課
題
解
決
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
担
当
者
が
進
行
を

務
め
、
課
題
提
起
と
話
題
提
供

の
話
し
を
聞
い
て
テ
ー
ブ
ル
毎

に
、
感
想
な
ど
参
加
者
同
士
で

意
見
交
換
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
意
見

交
換
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
テ
ー
ブ
ル

も
あ
り
、
短
い
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
参
加

者
各
々
発
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
を
踏
ま
え
た
上
で
、
質

問
、
感
想
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

質
疑
応
答

会
場
の
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

（
質
問
）
⃆
津
別
町
の
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

公
共
施
設
を
含
め
て
町
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
賄
え
ま
す
か
？

（
Ｎ
Ｄ
Ｓ
回
答
）
⃆
公
共
施
設
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
賄
え
ま
す
が
、
個
人
住
宅
等
町
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
賄
え
ま
せ
ん
。

☆
参
考
☆

町
全
体
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
約

万
Ｇ
Ｊ
（
Ｈ

年
度
）。
上
記
の
う
ち
、
家

55

26

庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
約

万
Ｇ

17

Ｊ
と
推
計
。
一
方
、
林
地
未
利
用
材
に
て
供

給
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、
年
間
約
３
万

Ｇ
Ｊ
。
低
質
材
も
含
め
る
と
約

万
Ｇ
Ｊ
。

10

ち
な
み
に
主
要
公
共
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
年
間
1
・
2
万
Ｇ
Ｊ
（
Ｈ

年
度
）。

28

※
Ｇ
Ｊ
＝
読
み
方：

ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
、
意

味

：

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
、
１
Ｇ
Ｊ
＝
1

0
0
0
Ｍ
Ｊ
＝
灯
油
換
算
約

リ
ッ
ト

27

ル
分
の
熱
量
。

最
後
に

今
回
の
再
エ
ネ
勉
強
会
は
、
地
域
資
源
の

う
ち
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
絞
っ
た
内
容
と

し
ま
し
た
。
太
陽
光
、
地
中
熱
、
小
水
力
な

ど
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
エ
コ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
災
害
に
強
く
、
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
を
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
今
後
も
検

討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
（
今
年
度
最
後
の
開
催
）
は
、
２
月

日
（
木
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

15問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ

ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）
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▼主要公共施設のエネルギー需要分布図（Ｈ 28・ＭＪ換算速報値）

ల
⃷
回

※消防署の値は推計値です。電気暖房を持つ議事堂（役場庁舎内に含む）、さんさん館、中央公民館、

児童館、小学校の電気エネルギーには、暖房向けの電気使用量も含まれています（現在精査中）。

▲テーブル毎に意見交換する参加者

▲第１回再エネ勉強会の会場風景



ཤ
٬
道
⅛
࿨
ڬ

新
た
に
国
保
の
運
営
に
加
わ
り
、

安
定
的
な
財
政
運
営
の
中
心
と
な

り
、
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
市
町
村
ご
と
の
標
準
保
険
税

（
料
）
率
を
算
定
、
公
表

・
事
務
の
効
率
化
、
標
準
化
、
広

域
化
の
推
進

಴
⅛
࿨
ڬ

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
身
近
な
窓

口
と
し
て
、
次
の
業
務
を
行
い
ま

す
。

・
保
険
税
（
料
）
の
決
定
、
徴
収

・
資
格
管
理
（
保
険
証
の
発
行
な

ど
）

・
医
療
給
付
の
決
定
、
支
給

・
各
種
検
診
や
保
険
事
業
の
実
施

な
⅊
”
国
保
ଷ
度
⅛

ࡉ
ೄ
し
が
ຈ
ါ
な
⅛
か

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ

り
こ
の
ま
ま
加
入
者
が
減
っ
て
い

く
と
、
市
町
村
の
よ
う
な
小
さ
い

単
位
で
運
営
す
る
に
は
財
政
上
の

限
界
が
来
ま
す
。

そ
の
為
、
現
在
も
地
域
に
よ
っ

て
保
険
料
が
異
な
り
、
公
平
な
負

担
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
運
営
の
単
位
を
全
道

に
拡
大
し
、
安
定
し
た
制
度
と
な

る
よ
う
に
見
直
し
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
国
保
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
８
）

《
平
成

年
４
月
か
ら
》

３０

新
た
な
国
保
制
度
が
始
ま
り
ま
す

～
道
民
み
ん
な
で
国
保
を
支
え
ま
す
～

次
の
保
険
証
の
更
新
時

期
は
、
平
成

年
7
月
下
旬

30

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆

学
生
用
の
保
険
証
を
お

持
ち
の
方
は
、
従
来
ど
お
り

３
月
で
す
。

陰国保加入者世帯の職業（Ｈ27 北海道全体）

隠国保一人当たりの医療費(単位：円)

【国保が抱える課題】

▲

国保の加入

者に高齢者が

多く、医療費

の水準が高い。

▲
一人当たりの

医療費が年々増

加、平成３７年に

は現在の約１.16

倍に。

▲

所得の低い

加入者、年金

受給者が多く、

保険税負担が

重い。

H26年の
1.16倍

H26 H30 H31 H32 H37

※Ｈ26は実績、Ｈ30以降は推計

《問い合わせ先》 津別町役場 緯76－2151

・健診に関すること 保健福祉課健康医療グループ 健康推進担当浦番窓口（内線231・232）

・医療費通知、高額介護合算に関すること 保健福祉課健康医療グループ 国保担当厩番窓口（内線228・229）

・確定申告に関すること 住民企画課税務収納グループ 税務担当蔚番窓口（内線220・221）

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

津
別
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
又
は
後
期
高

齢
者
医
療
に
加
入
の
皆
様
へ
、
毎
年
健
診
を
受

け
る
よ
う
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の

集
団
健
診
は
既
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
が
、
個

別
に
申
し
込
ん
で
頂
け
れ
ば
、
津
別
病
院
等
で

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
診
は
病
気
の
早
期
発
見
だ
け
で
な
く
、
肥

満
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を

見
つ
け
、
よ
り
早
く
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
病
気
の
発
症
や
悪
化
を
予
防
し
ま
す
。

今
年
度
ま
だ
健

診
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
役

場
保
健
福
祉
課
健

康
医
療
グ
ル
ー
プ

ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

《
健
診
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
》

国
保
加
入
者：

津
別
病
院
、
美
幌
田
中
医
院

網
走
厚
生
病
院

後
期
加
入
者：

津
別
病
院
、
網
走
厚
生
病
院

医
療
費
通
知
に
自
己
負
担
額

が
表
示
さ
れ
ま
す

国
保
加
入
者
の
方
に
は
年
６
回
、

後
期
加
入
者
の
方
に
は
年
２
回
、
医

療
費
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、

次
回
か
ら
お
届
け
す
る
通
知
書
（
国

保
分
は
平
成

年
2
月
上
旬
、
後
期

30

分
は
３
月
上
旬
）
か
ら
、
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
の
表
示
に
よ
り
確
定

申
告
で
の
医
療
費
控
除
へ
の
利
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成

年
途
中
か
ら
の

29

表
記
と
な
る
為
、
不
足
分
に
つ
い
て

は
従
来
の
方

法
（
医
療
機

関
の
領
収
書

等
）
に
よ
り

手
続
き
を
さ

れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

高
額
介
護
合
算
療
養
費
に

つ
い
て

【
後
期
高
齢
者
医
療
関
係
】

医
療
制
度
と
介
護
制
度
を
両
方

利
用
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、

合
算
し
た
自
己
負
担
額
が
一
定
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
こ
と

で
払
い
戻
し
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
北
海
道
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
お

知
ら
せ
が
届
き
ま
す
の
で
、
届
き

ま
し
た
ら
役
場
１
階
厩
番
窓
口

（
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
）
で
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
な
ど
、
他
の
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
が
加
入
す
る
医
療
保
険
で
、
町
民
の

約
３
分
の
１
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
国
保
は
津
別
町
が
単
独
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
平

成

年
４
月
か
ら
は
、
北
海
道
も
道
内
全
て
の
市
町
村
と
と
も

３０
に
国
保
の
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
全
道
で
同
じ
水
準
の
保

険
税
（
料
）
の
負
担
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。



皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。

月
1
日
に
着
任
し
ま
し
た

11井
出
美
知
江
と
申
し
ま
す
。

長
野
県
小
海
町
の
出
身
で

す
。
小
海
町
は
、
長
野
県
東

部
の
小
さ
な
町
で
、
映
画
「
君

の
名
は
。
」
の
新
海
誠
監
督
の

出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。
新

海
監
督
の
描
く
田
舎
の
風
景

そ
の
ま
ま
の
の
ど
か
な
と
こ

ろ
で
す
。

私
は
、
全
く
の
北
海
道
初

心
者
で
す
が
、
こ
の
度
、
縁

あ
っ
て
津
別
町
に
移
り
住
み
、

本
岐
地
区
に
あ
る
「
夢
ふ
う

せ
ん
ほ
ん
き
」
で
働
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。引

っ
越
し
て
き
て
、
最
初

の
週
末
に
は
早
速
、
雪
が
積

も
っ
て
ア
タ
フ
タ
し
ま
し
た

が
、
道
ば
た
で
キ
ツ
ネ
に
出

会
っ
た
り
、
晴
れ
た
日
の
夕

方
の
空
が
き
れ
い
だ
っ
た
り

と
、
津
別
の
生
活
の
中
で
の

驚
き
や
発
見
に
日
々
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
す
。

職
場
の
「
夢
ふ
う
せ
ん
ほ

ん
き
」
で
は
、「（
一
人
暮
ら
し

は
）
さ
み
し
く
な
い
か
い
？
」、

「
雪
は
ね
し
て
き
た
か
い
？
」

な
ど
皆
さ
ん
か
ら
優
し
く
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
、
ゆ
っ
た

り
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
、
多

趣
味
で
、
一
緒
に
過
ご
し
て
、

私
の
方
が
た
く
さ
ん
の
元
気

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
岐
地
区
、
そ
し

て
、「
夢
ふ
う
せ
ん
ほ
ん
き
」

が
さ
ら
に
楽
し
い
魅
力
あ
る

集
い
の
場
所
と
し
て
い
け
る

よ
う
、
自
分
自
身
を
磨
き
、

勉
強
し
な
が
ら
、
一
緒
に
活

動
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て

長野県出身。「夢ふうせんほんき」
勤務。津別周辺の素敵なスポット
を求めて日々探検中辞

井井出美知井出美知江江

津
別
町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
津
別

町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
お
礼
の
品
と
し
て

津
別
町
の
特
産
品
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
に
向
け
て
、
新
た
に
津
別
町
の
特
産
品
と
し
て
商
品
を
ご
提

供
い
た
だ
け
る
事
業
者
様
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
品
物
の
内
容
、
数
量
、

金
額
等
ご
相
談
の
う
え
、
決
定
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

《
募
集
内
容
》

町
内
事
業
者
の
方
で
来
年
度
津
別
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
に

提
供
で
き
る
商
品
（
数
量
限
定
、
期
間
限
定
等
要
相
談
）

《
募
集
期
間
》

１
月

日
（
月
）
ま
で

22

《
問
い
合
わ
せ
先
》

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
２
１
５
）

76

※
返
礼
品
と
し
て
商
品
等
を
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
売
上

げ
拡
大
と
全
国
に
会
社
名
や
商
品
等
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
応
援
し
た
い
都
道
府
県
、
市
町
村
へ

の
寄
附
で
す
。
寄
附
を
し
た
方
は
、
税
額
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
津
別
町
で
は
寄
附
者
に
対
し
て
お
礼

の
品
と
し
て
町
の
特
産
品
等
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

※
津
別
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

～
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
納
税
の
「
お
礼
の
品
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
～

金 額（円）件数（件）年 度（年）

72,476,0001,652Ｈ２9年１２月１7日現在

116,951,0002,841Ｈ２8年度

31,205,0001,282Ｈ２7年度

〈津別町ふるさと納税寄附状況〉

津別町の飲食店情報 Vol.2
～寒いけど暖かいんだから、冬編～

現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

冬と言ったら鍋焼きうどん？ アツアツの鉄板ハンバーグ？ 今回の

タウンニュースは町内の飲食店情報第２回。創業56年のこだわり無添加のそば屋“味登利家”と、町内で唯一

のJAZZBAR“セッション”をご紹介します。共に津別町で30年以上愛されるには“わけ”がある！ 津別町

をもっと好きになる町の情報番組をぜひご覧ください。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

職員がレポーターに挑職員がレポーターに挑戦戦

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月1回）

することで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の

促進、ふるさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残す

ことで、10年後20年後の町民への財産とします。

完成した映像は、町のWebサイトに埋め込まれる他、

道東テレビでも公開いたします。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

町
で
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
第
５
次
津
別
町
総
合
計
画

（
平
成

年
度
～
平
成

年
度
）
を
策

２２

３１

定
し
、
町
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
へ
の
権
限

委
譲
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
す
る

国
の
「
地
方
分
権
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
平
成

年
に
地
方
自
治
法
が

２３

改
正
さ
れ
、
市
町
村
基
本
構
想
（
総

合
計
画
）
の
策
定
義
務
が
削
除
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
町
村
の

基
本
構
想
（
総
合
計
画
）
の
策
定
は
、

各
市
町
村
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。

津
別
町
は
、
法
の
規
定
に
よ
り
総

合
計
画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
町
政

運
営
を
進
め
る
た
め
に
は
総
合
計
画

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
町
独
自
に

新
た
に
条
例
を
制
定
し
て
、
総
合
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。総

合
計
画
の
策
定
と
運
用
に
関
す

る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
条
例

（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
町

民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

意見できる方 町内に住み、若しくは町内で働き、学び、若しくは活動する人

意見提出期間 平成３０年１月１５日～平成３０年２月１４日（３０日間）

公表場所 ・役場正面玄関ロビー ・中央公民館 ・多目的活動センター

・津別町ホームページ http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

意見の記載方法 公表場所に備え付けの意見提出様式に記載してください。

（様式は、町ホームページからダウンロードすることも可能です）

意見の提出方法 意見提出様式を郵便、ファクシミリ、電子メール、直接持参のいずれかの方法で

提出をお願いいたします。

なお、直接持参をされる場合は、住民企画課企画グループ（庁舎１階４番窓口）

にお願いいたします。

その他 ・いただいたご意見に対して個別に回答することはありません。

・いただいた意見の概要とそれに対する考え方については別途公表いたします。

問い合わせ先 〒092-0292 津別町字幸町４１番地 津別町役場住民企画課企画グループ

緯0152－76－2151（内線215） FAX0152－76－2976

メールアドレス toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp

意 見 ੥ の 提 出 ͅ ̾ い ̀

津
別
町
総
合
計
画
の
策
定
と
運
用
に
関
す
る
条
例（
案
）に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
す

ల
⃿
ٝ
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各
懇
談
会
で
の

ご
意
見
を

謹
聴
し
て

月

日
開
催
の
複
合
庁
舎
建

10

28

設
等
ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画
策

定
に
向
け
た
「
住
民
懇
談
会
」
で

は

名
、

月
2
日
か
ら

月
5

47

11

12

日
ま
で
の
期
間
に
開
催
さ
れ
た

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に
は
、
例

年
よ
り
多
い
延
べ
2
9
6
名
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
先
月
号
で
ご
案
内
し
て

お
り
ま
す
「
団
体
向
け
出
張
説
明

会
」
も

月
に
一
団
体
（

名
参

11

25

加
）、
こ
の
１
月
に
も
一
団
体
か
ら

要
望
が
来
て
い
ま
す
。

⃆

各
懇
談
会
で
は
、
意
見
交
換
だ

け
で
は
な
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
て
お
り
、
2
0
3
名
の
方

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご

意
見
等
に
つ
い
て
は
、
集
計
・
分
析

の
後
、
住
民
の
皆
様
へ
開
示
し
て

い
き
ま
す
。

稼
ぐ
町
の
布
石

～

ま
ち
づ
く
り
会
社

前
回
は
、
津
別
を
通
過
す
る
人

に
町
で
お
金
を
使
っ
て
も
ら
う
仕

掛
け
と
し
て
、
３
点
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
臼
特
産
品
開
発
に
つ
い

て
は
、
町
内

社
以
上
を
ヒ
ア
リ

30

ン
グ
し
、
直
ぐ
に
で
も
販
路
拡
大

へ
の
取
り
組
み
が
で
き
る
も
の
か

ら
、
時
間
を
掛
け
商
品
化
す
る
も

の
ま
で
様
々
な
資
源
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
そ
れ
ら
を
売
り
出
す
場

と
し
て
の
渦
（
仮
称
）
つ
べ
つ
マ

ル
シ
ェ
を
試
験
的
に
実
施
す
る
た

め
の
準
備
や
、
そ
の
運
営
に
当
た

る
嘘
（
仮
称
）
津
別
ま
ち
づ
く
り

会
社
の
設
立
準
備
に
入
り
ま
す
。

設
立
に
は
運
営
を
取
り
仕
切
る

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
欠
か
せ
な
い
た

め
、
そ
の
役
を
担
う
人
材
を
募
集

す
る
予
定
で
す
。

会
社
は
単
に
マ
ル
シ
ェ
の
運
営

に
留
ま
ら
ず
、
津
別
を
発
信
し
売

り
込
み
、
稼
ぐ
組
織
と
な
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
責
務
に

は
、
今
後
「
輝
く
町
」
と
な
れ
る

か
が
掛
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

加
速
！

先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
、
空
き

家
等
に
新
し
い
価
値
を
持
た
せ
る

本
事
業
は
、
９
月
か
ら
本
格
始
動

し
、
現
在
ま
で
計
６
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
実
際
に
移
住
希
望
者

や
起
業
希
望
者
、
そ
の
支
援
を
出

来
る
人
、
し
た
い
人
な
ど
、
人
と

人
が
集
い
繋
が
る
場
（
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）

の
運
営
希
望
者
を
募
集
す
る
手
続

に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
次
年
度
は
、

そ
の
試
金
石
と
な
る
施
設
を
空
き

家
利
活
用
で
整
備
し
ま
す
。

支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
で

居
場
所
を
開
設

事
業
の
実
施
主
体
は
社
会
福
祉

協
議
会
で
す
が
、
障
が
い
者
、
生

活
困
窮
者
（
ひ
き
こ
も
り
者
等
）

支
援
も
地
方
創
生
推
進
事
業
の
一

つ
で
す
。
そ
の
方
々
の
社
会
へ
出

る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
場
と

し
て
「
居
場
所
」
が

月

日
に

12

18

開
設
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

緯

室
1
1
6
1

76

月
３
日
、
第

回
目
と
な
る
図
書
室
ま
つ
り

12

22

（
主
催
・
図
書
室
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
、
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
人
気
を
集
め
る
「
古
本
市
」
で
は
、
文
庫

本
か
ら
新
書
本
、
児
童
書
、
小
説
、
実
用
書
、
雑

誌
な
ど
様
々
な
分
野
の
古
本
が
１
冊

円
か
ら
販

10

売
さ
れ
、
開
場
と
同
時
に
多
く
の
読
書
好
き
が
訪

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
会
場
で
は
第

回
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ

２９

表
彰
式
や
ハ
ー
プ
の
生
演
奏
と
朗
読
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
、
図
書
室
ク
イ
ズ
な
ど
、
本
に
親
し
む
た

め
の
様
々
な
企
画
が
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

本
に
親
し
む
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん

第

回
図
書
室
ま
つ
り
開
催

22

月

日
、
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

11

30

で
、
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会

社
か
ら
町
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
寄
贈
さ
れ
る

飲
料
製
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
社
の
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
道
内
各
地

43の
福
祉
施
設
等
へ
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
届
け
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
齊
藤
正
彦
網
走
販
売
課
長
ら
が
持
参

し
た
ジ
ュ
ー
ス
や

緑
茶
な
ど

ケ
ー

17

ス
の
清
涼
飲
料
は
、

社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
、
い
ち

い
の
園
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
町
内
５

か
所
の
高
齢
者
福

祉
施
設
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
が
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

高
齢
者
福
祉
施
設
へ
清
涼
飲
料
寄
贈

▲

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
齊
藤
課
長
（
右
）

と
社
会
福
祉
協
議
会
・
原
田
会
長
（
左
）

▲恒例の古本市には今年も多くの人が訪れました

輝輝
く
町
と
な
れ
る

輝
く
町
と
な
れ
る
かか

結
果
が
出
る
の
は

結
果
が
出
る
の
は
早早

く
て

年

く
て

年
後後

1010

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
人

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
人
口口

減
少
率
が
最
も
低
い
訓
子

減
少
率
が
最
も
低
い
訓
子
府府

町
。
森
林
資
源
活
用
の
ト

町
。
森
林
資
源
活
用
の
ト
ッッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
下
川
町
。
写

プ
ラ
ン
ナ
ー
下
川
町
。
写
真真

甲
子
園
で
有
名
な
東
川
町

甲
子
園
で
有
名
な
東
川
町
。。

官
民
連
携
、
民
間
主
導
で

官
民
連
携
、
民
間
主
導
で
活活

気
を
取
り
戻
し
た
岩
手
県

気
を
取
り
戻
し
た
岩
手
県
紫紫

波
町
、
岡
山
県
西
粟
倉
村

波
町
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
。。

ど
の
自
治
体
も
小
さ
い

ど
の
自
治
体
も
小
さ
い
なな

が
ら
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
町

が
ら
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
町
でで

す
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
に

す
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
に
はは

ど
こ
の
真
似
で
も
な
い
、

ど
こ
の
真
似
で
も
な
い
、
独独

自
の
取
り
組
み
を
続
け
た

自
の
取
り
組
み
を
続
け
た
、、

先
人
た
ち
の
弛
ま
ぬ
努
力

先
人
た
ち
の
弛
ま
ぬ
努
力
がが

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
未
知

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
未
知
のの

領
域
に
一
歩
踏
み
出
す
の

領
域
に
一
歩
踏
み
出
す
の
はは

勇
気
の
い
る
事
で
す
が
、

勇
気
の
い
る
事
で
す
が
、
そそ

れ
を
無
く
し
て
輝
く
町
と

れ
を
無
く
し
て
輝
く
町
と
なな

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。。

第
２
回
住
民
懇
談
会
の

開
催
日
に
つ
い
て（
変
更
）

各
懇
談
会
に
つ
い
て
皆
様
に

は
、
開
催
予
定
と
し
て
、
年
末

年
始
の
時
期
と
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
も
調
整

中
で
あ
り
、
２
月
上
旬
か
ら
中

旬
頃
と
な
る
見
込
み
で
す
。
誠

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
日
程

が
決
ま
り
次
第
、
広
報
折
込
チ

ラ
シ
や
自
治
会
回
覧
な
ど
で
周

知
し
て
参
り
ま
す
。

問い合わせ先 住民企画課 地方創生推進グループ 緯76－2151（内線２４１） e-mail：tsubetsu.sousei@gmail.com
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▲12月に開所した「居場所」の内部

▲10月28日開催の住民懇談会の様子

月

日
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
リ
ー

１２

１８

グ
・
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
所
属
の
奈

良
竜
樹
選
手
が
、
平
成

年
の
リ
ー

２９

グ
戦
初
優
勝
を
手
土
産
に
佐
藤
町
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

奈
良
選
手
は
北
見
市
生
ま
れ
で
す

が
、
お
母
さ
ん
が
津
別
町
出
身
と
い

う
こ
と
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
た
び
た

び
本
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

平
成

年
シ
ー
ズ
ン
、
デ
ィ
フ
ェ

２９

ン
ダ
ー
と
し
て
リ
ー
グ
戦

試
合
、

27

カ
ッ
プ
戦
８
試
合
に
出
場
し
た
奈
良

選
手
は
、
堅
実
な
守
備
で
チ
ー
ム
の

躍
進
に
大
い
に
貢
献
。「
来
シ
ー
ズ
ン

は
全
試
合
出
場
と
リ
ー
グ
連
覇
、
日

本
代
表
入
り
が
目
標
で
す
」
と
、
抱
負

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

津
別
町
に
ゆ
か
り
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
・
奈
良
竜
樹
選
手

所
属
す
る
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
Ｊ
１
リ
ー
グ
優
勝
を
報
告

平
成

年
１
月
か
ら
道
内
で
は
、

２９

飲
酒
運
転
交
通
死
亡
事
故
が
多
数
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は

月

日
（
月
）
午
後

１１

２７

時
ご
ろ
、
登
別
市
の
道
道
で
普
通

１０乗
用
車
が
信
号
機
の
あ
る
道
路
で
横

断
中
の
歩
行
者
に
衝
突
し
、
歩
行
者

（

歳
・
男
性
）
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

１９
ま
た
、

月
４
日
（
月
）
に
は
帯

１２

広
と
函
館
に
お
い
て
道
路
交
通
法
違

反
（
酒
気
帯
び
運
転
）
の
疑
い
等
で

現
行
犯
逮
捕
さ
れ
て
お
り
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

《
飲
酒
運
転
の
根
絶
！
》

年
末
・
年
始
に
か
け
て
、
忘
年
会

や
新
年
会
、
成
人
式
、
冬
休
み
を
利

用
し
た
同
窓
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
、
最
悪
の
結
果
を
招

き
ま
す
。
運
転
を
止
め
ら
れ
る
の
は

同
乗
者
、
周
囲
に
い
る
人
し
か
い
ま

せ
ん
。
鍵
を
取
り
上
げ
て
運
転
さ
せ

な
い
。
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

・（
一
社
）美
幌
地
区
交
通
安
全
協
会

・
美
幌
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会

・
北
見
方
面
美
幌
警
察
署

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
多
発
に
伴
う
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲佐藤町長と記念写真に納まる奈良選手

▼QRコードが
読み込める機
器をご使用の
際は、ここから
アクセスして
ください。

住
民
懇
談
会
の
資
料
お
よ
び

そ
の
模
様
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
で
き
ま
す
。



専
門
学
校
を
卒
業
後
、
家
業
の
写
真

店
「
カ
メ
ラ
の
光
陽
堂
」
で
働
い
て
い

る
中
山
大
輔
さ
ん
。
父
親
の
博
幸
さ

ん
の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
、
撮
影
、

Ｄ
Ｐ
Ｅ
、
用
品
販
売
な
ど
写
真
に
関
す

る
様
々
な
業
務
を
勉
強
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

も
と
も
と
映
像
関
係
に
興
味
が

あ
っ
た
中
山
さ
ん
は
、
津
別
高
校
か
ら

札
幌
放
送
芸
術
専
門
学
校
に
進
学
し
、

テ
レ
ビ
技
術
を
専
攻
。
そ
の
経
験
を

生
か
し
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
津
別
発
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
局
・
道
東
テ

レ
ビ
の
番
組
作
り
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

「
ま
だ
ま
だ
写
真
の
知
識
や
技
術
が

足
り
な
い
の
で
、
早
く
仕
事
を
覚
え
た

い
で
す
」
と
、
ま
ず
は
足
元
を
固
め
て

い
る
段
階
の
中
山
さ
ん
で
す
が
、
今
後

の
人
口
減
少
を
見
越
し
て
ア
イ
デ
ア

を
模
索
す
る
な
ど
、
新
た
な
方
向
性
に

も
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と
特
撮
、
Ｖ
Ｆ
Ｘ

な
ど
の
映
像
鑑
賞
。
特
に
Ｃ
Ｇ
を
使

わ
な
い
、
昔
な
が
ら
の
特
撮
映
像
に
興

味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

写
真
店
の
３
代
目
修
行
中

中
山

大
輔

さ
ん

なかやま だいすけさん／平成８年９月生まれ、カメラ

の光陽堂勤務

骨を丈夫にするビタミンＤと日光浴

骨の成分はたん白質やカルシウムです

が、骨のつくりかえに大きく関わっている

のがビタミンＤです。

ビタミンＤは食品から摂らなくても日

光にあたることで体内で作られます。

ただ、この季節は日光にあたる機会が少なくなりますの

で、ぜひ、食物から摂りましょう。ちなみに、カルシウムは

寝ている間に吸収が高まります。朝食、昼食だけでなく、夕

食でもカルシウム食材を摂るように意識しましょう。

【ビタミンＤが多い食品】

魚（特にいわし、鮭、さんまなど）、きのこ類

【カルシウムが多い食品】

乳製品、小魚、豆腐、海藻、緑黄色野菜

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜はチコリでした。今月の

野菜はお正月のお雑煮などに飾られます。ビタミンＡ、Ｂ1、

Ｃや鉄が豊富で香り成分は胃もたれを解消し、イライラを解

消するといわれています。切り、糸、根の付く野菜は？

７～１２ヶ月児の保護者を対象にした離

乳食教室を開催します。

教室内容は離乳食の進め方と試食など

です。気軽に参加してみませんか？

日 時 平成３０年１月３０日（火）

午前９時から１１時

内 容 講話と調理実習

場 所 町民会館 １階和室、調理研修室

持ち物 エプロン、持っている方はお子さ

ん用のスプーン、エプロン、おん

ぶひも、お子さん用のおもちゃ

参加費 無料

申込締切 平成３０年１月２４日（水）

※参加人数が少ない場合は教室を中止

する場合があります。

《申し込み・問い合わせ先》

保健福祉課

健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

離乳食教室に参加しませんか？

『
津
別
町
赤
十
字
奉
仕
団
』
の
発
足

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
長
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
土
屋
け

い
子
さ
ん
。
設
立

周
年
を
迎
え
た

２０

平
成

年
９
月
に
は
、
日
本
赤
十
字

２９

社
北
海
道
支
部
の
事
業
部
長
が
来
町

し
、
団
を
代
表
し
て
金
色
有
功
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
必
要
だ
と
思
う
こ
と
を
や
っ
て

い
る
だ
け
で
す
」
と
笑
う
土
屋
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
歴
は
、

年
を
超

25

え
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

へ
の
給
食
配
達
が
始
ま
り
で
、
当
初

は
自
分
の
車
を
使
っ
て
町
内
各
地
へ

配
達
し
て
い
た
そ
う
で
す
。「
待
っ

て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
」
と

い
う
思
い
が
、
そ
の
行
動
を
支
え
て

き
ま
し
た
。

岩
手
県
生
ま
れ
の
土
屋
さ
ん
は
、

歳
の
と
き
に
帯
広
の
恵
盛
木
材
に

18就
職
し
ま
す
。
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て

同
じ
会
社
に
勤
め
る
土
屋
昇
さ
ん
と

結
婚
し
、
昭
和

年
に
ご
主
人
の
実

45

家
が
あ
る
津
別
町
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。土

屋
家
は
兼
業
農
家
で
、
ご
主
人

は
木
材
会
社
に
勤
め
に
出
て
、
土
屋

さ
ん
は
義
父
ら
と
稲
作
、
畑
作
に
汗

を
流
し
ま
す
。
３
人
の
子
宝
に
も
恵

ま
れ
、
主
婦
と
し
て
、
農
家
の
働
き

手
と
し
て
奮
闘
し
な
が
ら
、
一
家
を

盛
り
立
て
ま
し
た
。

子
育
て
が
一
段
落
す
る
と
、
平
成

元
年
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
婦
人
部
長
、

平
成
８
年
か
ら
は
津
別
町
自
治
会
連

合
会
女
性
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
地

域
活
動
に
も
力
を
尽
く
し
ま
す
。

今
も
農
業
を
営
み
な
が
ら
地
道
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
お
り
、

給
食
配
達
や
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

食
事
作
り
と
い
っ
た
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

必
要
だ
と
思
う
こ
と
を
す
る
、
と

い
う
土
屋
さ
ん
の
考
え
は
、
岩
手
の

子
ど
も
時
代
に
培
わ
れ
ま
し
た
。

「
震
災
時
に
、
隣
近
所
が
力
を
合
わ
せ

て
炊
き
出
し
を
す
る
な
ど
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

る
光
景
が
記
憶
に
あ
り
ま
す
」。
そ

ん
な
母
親
ら
の
後
ろ
姿
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

各
事
業
所
で
の
給
与
の
支
払
い
に
か
か
る
法

定
調
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成

年
１
月

日

30

３１

（
水
）
で
す
。「
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）」

及
び
「
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）」

は
、
受
給
者
が
１
月
１
日
現
在
に
住
ん
で
い
る

市
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
際
に
は
、

・
特
別
徴
収
分
（「
特
別
徴
収
○
○
人
」
と
記
載

の
紙
を
添
付
）

・
普
通
徴
収
分
（「
普
通
徴
収
○
○
人
」
と
記
載

の
紙
を
添
付
）

に
分
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
提
出
の
法
定
調
書
様
式
に
は
、「
個
人
番

号
又
は
法
人
番
号
」
欄
へ
の
記
入
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
記
載
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
務
署

か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
法
定
調
書
の
作
成
と
提

出
の
手
引
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
事
業
主
様
へ
の
お
願
い
）

津
別
町
で
は
、
町
道
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
特
別
徴
収
分
と
し
て
給
与
支

払
報
告
書
を
ご
提
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
平
成

年
30

６
月
か
ら
町
道
民
税
の
特
別
徴
収
を
開
始
い
た

し
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は

１
月

日
で
す

３１

償
却
資
産
（
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
法
人

が
減
価
償
却
費
の
対
象
と
し
て
い
る
資
産
で
家

屋
を
除
く
も
の
）
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
平

成

年
１
月

日
（
水
）
で
す
。
役
場
税
務
収
納

30

３１

グ
ル
ー
プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て

つちや けいこさん／昭和25年８月、岩手県生まれ／

67歳／達美在住

さ
ん

土
屋

け
い
子

地
道
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

【477】

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）収納担当（内線 218）



「
北
方
領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期

間
に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要
求

の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間

１
月

日（
月
）～
２
月

日（
火
）

22

20

設
置
場
所

役
場
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願
用

に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

76
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
し
て
い
る
子
ど

も
の
保
護
者
や
、
子
ど
も
に
ス
ポ
ー

ツ
を
さ
せ
た
い
保
護
者
の
た
め
の
教

室
『
２
０
１
７
ス
ポ
ー
ツ
王
国
北

海
道

ペ
ア
レ
ン
ツ
・
ス
ク
ー
ル
』

（
主
催

北
海
道
／
共
催

津
別

町
教
育
委
員
会
）を
開
講
し
ま
す
。

日

時

１
月

日（
土
）

２７

午
後
１
時

分
～
２
時

分

３０

３０

会

場
中
央
公
民
館
２
Ｆ
研
修
室

対

象

・
ス
ケ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

子
ど
も
の
保
護
者

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
子
ど
も

の
保
護
者

講

師

・
サ
ラ
エ
ボ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
日
本
代
表

鈴
木

靖

氏

・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
日
本
代
表

土
井

槙
悟

氏

テ
ー
マ

「
子
ど
も
の
よ
り
良
い
サ

ポ
ー
タ
ー
を
目
指
し
て
」

内

容

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ

た
子
ど
も
と
の
距
離
感
、
保
護

者
と
指
導
者
の
関
係
、
体
の
ケ

ア
、
食
事
な
ど
、
保
護
者
の
皆
様

が
普
段
悩
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
体
験
談
を
交
え
て
、
対
談
形

式
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

中
央
公
民
館
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

緯

室
２
７
１
３

７６

そ
の
他

講
師
の
お
二
人
に
は
、
午

前
中
に
開
催
す
る
ス
ケ
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た

ち
に
ス
ケ
ー
ト
指
導
を
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に

も
ぜ
ひ
、
親
子
で
参
加
く
だ
さ
い
。

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者

の
入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年
又
は

２
年
間
）を
追
加
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

平
成

年
１
月

日（
土
）ま
で

３０

２０

問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

緯

室
3
5
5
5

73

・
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校（
砂
川
市
焼
山

番
地
）

６０

緯
0
1
2
5
室

室
2
7
7
4

52

110番は、緊急の事件・事故などを、いち早く警察へ

通報するための緊急電話です。110番に出た警察官が、

事件・事故の内容について必要なことを質問しますので、

慌てずに落ち着いて答えてください。警察官が早く現

場に到着できるよう、その場所の住所や付近の目標と

なる建物などを聞きますので正しく伝えてください。

携帯電話で110番をする場合、車で移動しながらの

通報や歩きながらの通報は、通話が途切れることがあ

りますので控えてください。また、車を運転しながら

の通報は法令違反となりますので、車を安全な場所に

停止して通報をしてください。

遺失物・拾得物の届出、諸願手続に関する照会などは、

最寄りの警察署又は交番・駐在所の電話を、相談や警察

業務に関する意見・要望は、短縮ダイヤル『♯9110』

警察相談専用電話をご利用ください。

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

緊急通報は110番、相談電話は『♯9110』に！

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
当
町
の
交

通
安
全
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
こ
の
時
期
は
、
降
雪
に
よ

り
、
路
面
は
滑
り
や
す
く
、
交
差

点
や
道
路
わ
き
の
雪
山
に
よ
り
、

歩
行
者
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

運
転
者
は
、
急
な
ブ
レ
ー
キ
・

ア
ク
セ
ル
操
作
を
行
う
と
、
ス
ピ

ン
な
ど
を
引
き
起
こ
し
大
変
危
険

で
す
。
緩
や
か
な
操
作
を
心
が
け
、

車
間
距
離
を
あ
け
て
余
裕
を
持
っ

た
運
転
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
は
自
分
が
車
か
ら
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚

し
、
明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を

身
に
付
け
て
自
分
の
存
在
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
道
路
は

信
号
機
が
あ
る
と
こ
ろ
を
渡
る
よ

う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
一
年
の
始
ま
り
で
す
。

交
通
事
故
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
、

良
い
一
年
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
一
年

交
通
安
全
運
動
に
ご
協
力
を

住民企画課
住民環境
グループ

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
る
子
ど

も
の
保
護
者
の
た
め
の
教
室

津
別
消
防
署
・
津
別
消
防
団
合

同
に
よ
る
出
初
式
を
行
い
ま
す
。

日

時

１
月
５
日
（
金
）

午
後
１
時

分
か
ら

30

場

所
開
会
式

消
防
庁
舎
前
庭

観

閲

役
場
前

表
彰
状
の
伝
達
等

町
民
会
館

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

午
後
０
時

分
（
津
別
・
活
汲
・

30

本
岐
）

町
内
パ
レ
ー
ド

正
午
か
ら
約
１
時
間
、
津
別
市

街
に
て
消
防
車
両
に
よ
る
町
内

パ
レ
ー
ド
を
実
施
す
る
た
め
、

消
防
車
両
の
サ
イ
レ
ン
を
随
時

吹
鳴
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署

緯

室
２
１
８
９

76
平
成

年

月

日
で
、
平
成

29

１２

２６

年
度
（
国
民
健
康
保
険
税
、
介

29護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
除
く
）
町
税
の
納
期
は
終

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

今
一
度
、
納
付
書
を
確
認
の
う

え
、
ま
だ
納
め
て
い
な
い
町
税
が

あ
れ
ば
早
急
に
納
め
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
１
８
・
２
２
０
・
２
２
１
）

町
内
で
唯
一
の
温
泉
施
設
で
あ

る
「
ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ
」

に
お
い
て
、
町
民
福
祉
の
向
上
と

温
泉
利
用
促
進
の
た
め
、「
町
民

入
浴
優
待
券
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。平

成

年
３
月

日
ま
で
の
有

３０

３１

効
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

残
っ
て
い
る
券
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
町

民
入
浴
優
待
券
」
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

交
付
場
所

役
場

戸
籍
・
年
金
窓
口（
８
番
）

割
引
額

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）

通
常
6
0
0
円

→
割
引
後
3
0
0
円

・
小
人
（
４
歳
～
小
学
生
ま
で
）

通
常
2
5
0
円

→
割
引
後
1
0
0
円

交
付
枚
数

大
人
・
小
人

各
５
枚

必
要
な
物

印
鑑
（
持
参
忘
れ
の
場
合
、
交

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
）

※
世
帯
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。

※
ご
親
戚
・
親
子
・
ご
近
所
の
方

に
頼
ま
れ
交
付
に
来
ら
れ
た
場

合
、
交
付
す
る
方
の
印
鑑
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
５
８
）

１
月
５
日
に
消
防
出
初
式
を

行
い
ま
す

個
人
情
報
を
取
り
消
せ
ま
す
!?

～
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
ニ
セ
電
話
に
注
意
～

産業振興課
商工観光
グループ

緯76－2151
（内線258）

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗

る
男
性
か
ら
「
あ
な
た
の
個
人
情

報
が
漏
れ
て
、
３
つ
の
販
売
業
者

に
登
録
さ
れ
て
い
る
」
と
電
話
が

き
た
。「
放
っ
て
お
く
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
今
な
ら

費
用
も
か
か
ら
ず
取
り
消
せ

る
」
と
言
わ
れ
お
願
い
し
た

が
再
度
電
話
が
あ
り
、「
２

社
は
取
り
消
せ
た
が
３
社
目

が
取
り
消
せ
な
い
の
で
、
名

義
を
他
人
に
変
更
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
の

電
話
を
信
用
し
て
い
い
の
か
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
相
談

者
以
外
の
方
に
「
漏
れ
た
情
報
を

削
除
で
き
る
」
等
と
電
話
を
か
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
話

を
続
け
る
と
最
終
的
に
金
銭
を

要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻

す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
電
話
を

切
っ
て
く
だ
さ
い
。

漏
れ
た
情
報
は
消
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
日
頃
か

ら
個
人
情
報
を
管
理
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

※

月

日
～
１
月
８
日
休
業

１２

30

A Q

インターネットを利用した定例会の

録画配信を行っています。

定例会の模様は会議終了後、１週間前

後で配信する予定です。

町のホームページにアクセスしてご

覧ください。

＜津別町ホームページ＞

http://www.town.tsubetsu.

hokkaido.jp/

※トップページ左側のボタン

議会インターネット中継 をクリック

問い合わせ先

議会事務局 緯76－２１５１（内線２66）

議会の録画配信を
行っています

町
税
等
の
納
付
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ
「
町

民
入
浴
優
待
券
」に
つ
い
て

年始１月10日（水）まで休まず営業いたします。

冬期間は、毎週「木曜日」を全館休館とさせてい

ただきます。

１月11日（木）～４月19日（木）の毎週「木曜日」休館

ランプの宿 森つべつ 冬期営業のお知らせ

問い合わせ先 ランプの宿 森つべつ 緯76－3333

期 ۼ

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成

年
度
入
校
生
追
加
募
集

30



《１月３１日～２月２８日

毎週水曜日（全５回）》

時 間 午後７時～８時30分

内 容 体をほぐし、動きやすい体をつくる

場 所 中央公民館講堂

参加料 無料（各自保険加入）

対象者 町内の成人 定 員 ３０名

持ち物 タオル、飲み物、運動靴

申し込み・問い合わせ先

中央公民館

社会教育グループ

緯７６－２７１３

健康運動教室「からだリセット」

日 時 １月27日（土） 受付：午前９時 開会：午前９時20分

場 所 町民スケートリンク（津別小グラウンド）※参加費無料

【スポーツチャレンジ教室】共催 北海道

アスリートにスケーティングを教えてもらおう！

【スピード競技個人種目】リンク1周250ｍ、１人２種目まで

・幼児、小学1・2年（男・女）100ｍ・200ｍ

・小学3～6年（男・女）250ｍ・500ｍ・1000ｍ

・中学・高校（男・女）500ｍ・1000ｍ

・一般女子 250ｍ・500ｍ ・一般男子 500ｍ・1000ｍ

・幼児～大人（初心者）直線５０ｍ《補助イス有無自由》

【チーム対抗リレー】男女問わず4名1組

・低学年の部（1年生～3年生）1人半周

・高学年の部（4年生～6年生）1人１周

・中学生、一般（高校生含）1人１周

【レクリエーション】自由参加

会場のみんなで氷上レクを楽しもう！

申 込 1月22日（月）までに中央公民館社会教育グ

ループへ申し込みをしてください。幼児・高校生・

一般も、できるだけ事前にお申し込みください。

問い合わせ先

中央公民館社会教育グループ 緯76－2713

障がい者控除とは

障がい者控除対象者認定書について

本人または扶養親族が障がい者に該当する場合、確定申告などにより障がい者控除として所得税や住民税

の所得控除を受けることができます。

障がい者控除の対象となる方は、身体障害者手帳や療育手帳等の交付を受けている方ですが、手帳の交付を

受けられない方でも、要支援・要介護認定を受けている65歳以上の方で「身体の障がいまたは認知症の状態

が障がい者に準ずると町長が認定した方」には、申告をすることで障がい者控除を受けることができる｢障が

い者控除対象者認定書｣を交付します。

この障がい者控除の適用を受けようとする場合には、介護保険の主治医意見書などの要介護認定資料の記

載内容を確認しますので、保健福祉課介護保険担当へ申請してください。

※要介護認定を受けている方でも障がい者控除の対象にならない場合があります。また、本人及び扶養親族

の所得税や住民税が非課税の場合は、該当になりません。

※介護認定の判定区分に変更が生じた場合には、再度、申請が必要となります。

問い合わせ先 保健福祉課 介護福祉グループ 介護保険担当閏番窓口 緯76－2151（内線230）

障 が い 者 控 除 対 象 者 認 定 書

日 時 ２月４日（日）受付：午前9時

開会式：午前9時30分

開始：午前10時

場 所 津別ファミリースキー場（共和）

内容・対象

【幼児・小・中学生対象】

・冬期五輪３大会出場

川端絵美さんの

ワンポイントレッスン

・デュアルレース

※親子参加可、幼児

は親子で参加してね。

【会場に来ている人対象】

・新イベント「人間ボウリング」

参加費 無料

申 込 １月31日（水）までに中央公民館

社会教育グループへお申し込みください。

問い合わせ先

中央公民館社会教育グループ

緯76－2713

生活支援サポーター養成研修
津別町と社会福祉協議会では、生活主体の助け合いを地域に広

げていくため、「生活支援サポーター養成研修」を開催します。こ

の研修会受講後は、軽度の介護者宅を訪問して買い物や掃除、ごみ

出しなどの生活支援のサポートを行います。

つきましては、下記のとおり開催いたしますので、この機会に受

講し、平成30年4月からのサポーターとして活躍してみませんか。

日 時 平成30年1月24日（水）、1月25日（木）

臼午前9時30分～11時30分

渦午後6時～8時（各2時間）

※両日の臼か渦の研修を受講

※受付は、臼渦とも開始時間の30分前より

場 所 林業研修会館（役場隣接）2階集会室

対 象 者 18歳以上で上記の2日間4時間の受講が可能な方

研修内容 「高齢者の特徴」「認知症の理解」

「ボランティア活動の意義」「緊急対応」ほか

申込期限 平成30年1月19日（金）まで

申し込み・問い合わせ先

役場介護保険担当 緯76－2151（内線230）

津別町社会福祉協議会 緯76－1161

その他 10月開催の第1回研修会で2日目受講できなかった方は、

1月25日の臼か渦の時間帯で受講することは可能です。

１月は「国民健康保険税」「後期高齢

者医療保険料」第８期の納付月です

納付期ࡠは１月Ĵ1඾（କ）です

※口座振替をご利用の方は、引落口座の

残高のご確認をお願いいたします。

問い合わせ先 住民企画課税務収納グループ

緯76－２１５１（内線218、２２０、２２１）

サラエボ五輪出場の鈴
木靖さんとバンクー
バー五輪出場の土井槙
悟さんがイベントに来
てくれます！
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募集期間 平成29年12月18日（月）～平成30年1月17日（水）

意見を提出できる方

・町内在住者 ・町内勤務者

・町内に事業所を有する法人、その他の団体

閲覧できる場所

・津別町ホームページ http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

・役場正面玄関ロビー ・中央公民館 ・さんさん館

記載事項

住所、氏名およびご意見（書類様式は、町のホームページから

ダウンロードしていただくか、閲覧場所に備え付けられたもの

を使用してください）。

提出方法

・郵送 ・ＦＡＸ ・Ｅメール ※電話では受付いたしません。

・保健福祉課職員または閲覧場所の職員へ提出してください。

注意事項

・いただいたご意見については、個別に回答いたしません。

・いただいたご意見の概要とそれに対する考え方については、

別途公表いたします。

※ご意見を公表させていただく場合は、個人情報に十分配慮いたします。

提出・問い合わせ先

保健福祉課 〒092－0292 津別町字幸町41番地

緯（0152）76－2151〔内線277〕 FAX（0152）76－2976

E-mail：fuku5@town.tsubetsu.lg.jp

意 見 ੥ の 提 出 に ̾ い ̀

లĳٝ



年末年始の各病院 (医院 )の診療日程

「○」は全日診療 、「△」は午前診療 、「×」は休診 、「当番」は在宅当番病院 、「救」は救急病院

好評の歩くスキーコースを、今年も温水プールの横

に開設します。降雪状況により、コース整備に時間を

要する場合もありますが、冬の運動不足解消にぜひご

利用ください。駐車場とトイレは、トレーニングセン

ター、中央公民館をご利用

ください。

また、歩くスキーの道具

は、トレーニングセンター

で貸し出しますので、お気

軽にご利用ください（ス

キー道具の返却は、貸し出

し当日にお願いします）。

問い合わせ先

中央公民館社会教育グループ 緯76－2713

《年末年始の休館日》 12月31日正午～1月2日、

１月９日～12日、１月15日

ɡそば処は12月27日まで、クマヤキは12月30日までの

営業となります。

ɡ1月3日～5日は午前10時～午後３時までの営業です。

※トイレは休館中も24時間ご利用いただけます。

※毎週火曜日（祝日の場合は翌日）が定休日となります。

問い合わせ先 道の駅あいおい 緯75－9101

温水プール歩くスキーコース

『道の駅あいおい』からのお知らせ

北海道では、消費者からの意見や要望、苦情等

を把握し、消費者行政に役立てるため「消費生活

モニター」を募集します。

公募人数 １名（津別町に委嘱される人数）

応募資格

（１）津別町に在住する２０歳以上で、日常生活の

ための商品・サービスの購入を継続して

行っている方

（２）原則として、北海道が主催する消費生活モ

ニター研修会に出席できる方（研修会は、

４月上旬に北見市で開催され１日で終了）

仕事内容

（１）消費生活に関する意見、要望及び情報を提

供する。

（２）生活関連重要商品などの価格動向及び出回

り状況、不当な表示などについて調査を行う。

任 期 平成30年４月１日から平成３1年３月３１日

謝礼金 北海道から月額1,800円が支払われます。

応募締め切り 平成30年3月2日（金）

応募・問い合わせ先

役場産業振興課商工観光グループ（担当：山本）

緯７６－２１５１（内線２５８） FAX７６－２９７６

※氏名、生年月日、住所、世帯人員、本人及び

世帯主の職業をお聞きします。

ક๯୆ڰκΣΗȜ༡ਬȊ
人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴い、労

働関係についての個々の労働者と事業主との間の紛争（「個

別労働紛争」といいます）が多くなっています。

本セミナーでは、事業主、企業の人事労務ご担当者を対

象に、解雇・退職・雇止め等労働関係の終了に係るトラブ

ルの未然防止、紛争解決への取組支援について、数多くの

個別労働紛争の解決に携わってこられた北海道紛争調整委

員会のあっせん委員による講演のほか、労働関係法令の解

説、個別労働紛争に係るＡＤＲ制度・機関の情報の提供が

予定されております。

日 時 平成30年２月２日(金)午後１時30分～３時30分

場 所 札幌第一合同庁舎２階講堂

（札幌市北区北８条西２丁目１－１）

定 員 150名（満席になり次第締め切り）

参 加 費 無料

申込方法 北海道労働局ホームページから本セミナーのリー

フレットを印刷し、リーフレット裏面の申込書に

必要事項を記入の上、ＦＡＸで申込みください。

【「個別労働紛争解決セミナー」リーフレット掲載ＵＲＬ】

http://hokkaido-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

news_topics/topics/_120461/_120578.html

（ホーム>ニュース＆トピックス>トピックス>2017年度>

「個別労働紛争解決セミナー」のご案内）

問い合わせ先 北海道労働局雇用環境・均等部指導課

緯011－709－2311（内線3577）

ɥ 20歳になったら加入の手続きを！

国民年金は20歳から60歳までの方が加

入することが義務付けられています。国が

責任を持って運営をしているため、年金給

付は生涯にわたって保障されます。

ɥ老後のためだけではありません

国民年金には、65歳から受け取れる老齢

年金のほか、障害年金や遺族年金がありま

す。障害年金は、病気や事故で障害が残っ

た際に受け取れます。また、遺族年金は加

入者死亡の場合、その加入者により生計を

維持されていた遺族（「子のある配偶者」や

「子」）が受け取れます。

ɥ学生納付特例制度

学生の方は一般的に所得が少ないため、

ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年

金保険料の納付が猶予される制度です。

ɥ納付猶予制度

学生ではない５０歳未満の方で、本人及び

配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年

金保険料の納付が猶予される制度です。

＊平成２８年６月以前の期間は，３０歳未満で

あった期間が対象となります。

新成人の皆さんへ

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223
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12月30日～１月４日

「個別労働紛争解決セミナー」が開催されます


